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　10 月 15 日から 12 月 28 日までの期間、南九州市内で
買い物（サービスを受ける支払いも対象）を合計１万円以
上して応募すると、抽選で 5,000 円分相当の特典が進呈さ
れるキャンペーンを商工会が実施しています。詳しくは、
商工会または市ホームページでご確認ください。
　応募用紙は商工会や市役所、道の駅川辺やすらぎの郷に
設置しています。商工会のホームページまたは市ホームペー
ジからもダウンロードできます。
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6 決算の概要

10 まちの話題

12 暮らしに役立つ！行政情報

21 健康づくり応援コーナー
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C O N T E N T S も く じ

人 口 と 世 帯 数
令和４年 10 月 31 日現在

市の人口 対前月比

人口　32,794 人 － 31

・男　15,369 人 － 3

・女　17,425 人 － 28
 世帯　16,338 世帯 － 11

南九州市「ケモンにカモン！」キャンペーン実施中！

みなみさんちの日常 8
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市 HP

今月の表紙
DX 待ったなし！
　南九州市では、電子決済機能付きの電子
申請システムや南九州市 LINE 公式アカウ
ントを導入しました。新型コロナウイルス
感染症の影響もありデジタル技術を用いる
ことで、生活様式や働き方が変容しつつあ
ります。デジタルが浸透する中でデータの
利活用を通して、より豊かな生活に近づく
よう DX 推進をしています。



　
最
近
、新
聞
や
C
M
で
よ
く
目
に
す
る
「
D
X
（
デ
ィ
ー
エ
ッ
ク
ス
）」
で
す
が
、皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
デ
ラ
ッ
ク
ス
？
」、
い
え
い
え
、「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

　
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ

る
面
で
よ
り
良
い
も
の
へ
変
化
さ
せ
る
改
革
の
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
き
っ
か
け
に
、
新
し
い
生
活
様
式
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
「
デ
ジ
タ
ル

化
」
に
よ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
南
九
州
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
D
X
を
紹
介
し
ま
す
。

D
X
待
っ
た
な
し
！
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小
学
生
か
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

　
今
年
８
月
に
南
九
州
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。
市
が
発

信
す
る
情
報
の
中
で
、
関
心
の
あ
る
分
野

の
情
報
の
み
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
防
災
無
線
の
情
報
を
受
け
取

る
設
定
を
す
る
こ
と
で
、
自
宅
に
い
な
く

て
も
お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ
に
防
災
無
線
の

内
容
が
届
き
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
や
公
園
の
損
傷
な
ど
を
市

民
の
皆
さ
ん
が
カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
通
報
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
夏
休
み
に
、
公
民
館
講
座
で
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
、「
ス
ク

ラ
ッ
チ
（Scratch

）」
と
い
う
無
料
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
簡
単

な
ゲ
ー
ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
支
援
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室

（
募
集
終
了
）
や
、「
ス
マ
ホ
興
味
あ
る
け

ど
・
・
・
」「
ス
マ
ホ
に
し
て
み
た
け
ど

使
い
方
が
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
Ｐ
12
に
募
集
案
内
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
教
室

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

手
続
き
が
で
き
る
！

決
済
機
能
付
き
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
の
導
入

南
九
州
市
L
I
N
E
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
の
導
入

受
講
し
た
児
童
の
感
想

　
説
明
や
プ
リ
ン
ト
を
見
て

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
う
ま

く
つ
く
る
こ
と

が
で
き
た
。
難

し
か
っ
た
け
ど

楽
し
く
で
き
ま

し
た
。

　
南
九
州
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
役

所
へ
来
庁
せ
ず
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
行

政
手
続
き
が
で
き
る
（
＊
）
ま
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
年
８
月
に
決
済
機
能
付
き

の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
今
後

も
市
役
所
へ
来
庁
せ
ず
に
自
宅
な
ど
で
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る
手
続
き
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

＊
補
助
金
な
ど
で
押
印
が
必
要
な
場
合
な

ど
、
一
部
の
手
続
き
を
除
く
。

お
友
だ
ち
登
録
は
こ
ち
ら 

➡
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取
得
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
の
住
民
票
の
写
し
は
交
付
で
き
ま

せ
ん
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
所
得
（
課
税
）
証
明
書

・
所
得
証
明
書

・
課
税
証
明
書

　
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
の
が
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会

へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
い
わ
れ
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
Ｄ
Ｘ
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
た
め
に
使
え
る
ほ
か
、
健
康

保
険
証
、
今
後
は
運
転
免
許
証
の
一
体
化

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
原
則

無
料
で
取
得
で
き
る
身
分
証
明
書
で
す
。

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
は
、
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち

ら
も
交
付
に
は
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
ま

だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
ぜ
ひ
取
得
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

と
、
市
が
発
行
す
る
各
種
証
明
書
を
電
子

申
請
や
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す
。
コ

ン
ビ
ニ
交
付
は
、
毎
日
午
前
6
時
30
分
か

ら
午
後
11
時
ま
で
利
用
で
き
る
た
め
、
昼

休
み
や
市
役
所
窓
口
の
閉
庁
後
（
夜
間
、

休
日
）
で
も
、
必
要
な
と
き
に
取
得
で
き

ま
す
（
年
末
年
始
お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

日
は
除
く
）。

デ
ジ
タ
ル
に
よ
る

　
　
新
し
い
地
方
創
生

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の

パ
ス
ポ
ー
ト

　
デ
ジ
タ
ル
庁
で
は
、「
心
ゆ
た
か
な
暮

ら
し
」
と
「
持
続
可
能
な
環
境
・
社
会
・

経
済
」
を
実
現
し
て
い
く
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
が
目
指

す
の
は
、地
域
の
豊
か
さ
を
そ
の
ま
ま
に
、

都
市
と
同
じ
、
ま
た
は
違
っ
た
利
便
性
と

魅
力
を
備
え
た
、
魅
力
溢
れ
る
新
た
な
地

域
づ
く
り
で
す
。

　
本
市
で
は
今
後
、
窓
口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
や
体
育
施
設
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
、
書
か
な
い
窓
口
化
へ
向
け
た
申
請

書
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
職
員
の
研
修

も
行
っ
て
い
ま
す
。
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南九州市の令和３年度決算報告

市税
37億783万円
（13.6%）

自主財源
81億2,080万8千円
（30.0%）

分担金および負担金　1億8,201万3千円（0.7%）
使用料および手数料　2億9,377万9千円（1.1%）
財産収入　8,258万8千円（0.3%）
寄附金　25億4,219万2千円（9.4%）　
繰入金　5億431万6千円（1.9%）
繰越金　7億522万8千円（2.6%）
諸収入　1億286万2千円（0.4%）

地方譲与税　3億5,861万9千円（1.3%）
利子割交付金　178万2千円（0.0%）
配当割交付金　735万3千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　1,015万4千円（0.0%）
地方消費税交付金　8億4,464万8千円（3.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,451万2千円（0.0%）
自動車税環境性能割交付金　1,844万7千円（0.1%）　
法人事業税交付金　4,223万6千円（0.2%）
地方特例交付金　1億5,649万9千円（0.6%）　

歳入決算総額
271億5,693万5千円

依存財源
190億3,612万7千円

（70.0%）

地方交付税
83億6,562万5千円
（30.8％）

国庫支出金
48億5,074万1千円
（17.9%）

県支出金
29億1,293万5千円

（10.7%）

市債　14億4,568万9千円（5.3%）

交通安全対策特別交付金
688万7千円
（0.0％）

一般会計 決算収支の状況

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引（A－B）

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支（C－D）

単年度収支

基金積立金

繰上償還金

積立金取り崩し額

実質単年度収支（F+G+H－I）

272億623万５千円

263億7,494万４千円

８億3,129万１千円

２億1,504万３千円

６億1,624万８千円

▲2,174万９千円

669万３千円

０円

０円

▲1,505万６千円

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

G

H

Ｉ

Ｊ

区　　分 令和３年度

※一般会計は、令和3年度からの繰越事業を含む。

総務費
56億5,896万4千円
（21.5％）

民生費
89億4,878万6千円
（34.0％）

衛生費
14億709万3千円

（5.3%）

消防費
10億5,354万9千円
（4.0%）

農林水産業費
24億3,001万3千円

（9.2%）

土木費
17億5,009万5千円
（6.6%）

教育費
20億442万円（7.6%）

公債費
22億9,074万5千円
（8.7％）

災害復旧費
1億5,890万6千円
（0.6％）

議会費
1億5,682万1千円
（0.6%）

商工費
4億6,625万2千円
（1.8％）

義務的経費
116億4,246万1千円

（44.2%）

投資的経費
35億7,748万7千円

（13.6%）

その他の経費
111億569万6千円

（42.2%）

人件費
35億6,815万3千円
（13.5％）

扶助費
57億8,356万3千円
（22.0%）

公債費
22億9,074万5千円
（8.7％）普通建設事業費

34億1,858万1千円
（13.0%）

物件費
40億9,239万5千円
（15.6%）

災害復旧事業費
1億5,890万6千円（0.6%）

補助費等
26億7,161万5千円
（10.2%）

積立金
18億2,023万9千円

（6.9％）

投資および出資金・貸付金
82万円
（0.0％）

維持補修費
1億3,868万2千円
（0.5％）

繰出金
23億8,194万5千円

（9.0％）

歳出決算総額
（性質別）

歳出決算総額
（目的別）

263億2,564万4千円

特別会計 決算収支の状況
区　　分 歳入決算額 歳出決算額 翌年度への

繰越財源 実質収支

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計

56億6,407万８千円
５億8,794万６千円
55億8,607万６千円

55億9,568万５千円
５億8,676万４千円
54億1,621万２千円

０円
０円
０円

6,839万３千円
118万２千円

１億6,986万４千円

区　　分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
（%）

執行率
（%）支 出 済 額

279億9,075万４千円
56億9,716万５千円

６億4,670万円
57億64万３千円

110億4,959万円
24億7,806万３千円
１億8,246万６千円
27億1,229万７千円

39.5
43.5
28.2
47.6

34.1
36.4
27.0
39.1

95億3,381万２千円
20億7,069万１千円
１億7,437万８千円
22億3,128万１千円

一 般 会 計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計

令和４年度上半期の財政状況 （令和４年９月末現在）

令和３年度南九州市決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率の概要

［下段（　）数値は前年度数値］
※ 実質赤字額および連結実質赤字額がないため、実質赤字比率および
 　連結実質赤字比率は算定されないことから、「－」を記載。

区　分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

－
（－）

－
（－）

6.9
（7.1）

－
（－）

健全化判断
比　　　率
早期健全化
基　　　準
財 政 再 生
基　　　準

12.92 17.92 25.0 350.0

20.00 30.00 35.0

区　分
法適用企業

水道事業
会　　計

農業集落排水
事業会計

公共下水道
事業会計

－
（－）

－
（－）

－
（－）

資 金 不 足
比　　　率

経営健全化
基　　　準 20.0 20.0 20.0

1. 健全化判断比率 2. 公営企業会計に係る資金不足比率 （単位：％）

［下段（　）数値は前年度数値］
※ 資金不足額がないため、資金不足比率は算定されないことから、
  「－」を記載。

（単位：％）

263億2,564万4千円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第22条第１項の規定に基づき、令和
３年度南九州市決算における健全化判断比率および資金不足比率を公表します。　
　公表する「健全化判断比率および資金不足比率」は、地方公共団体の財政が健全であるか、資金不
足がどれくらいあるかについて指標化し、基準値に対してどうかを法律に基づき公表するものです。
　今回算定された健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおり実質赤字、将来負担および
資金不足はなく、実質公債比率についても国が定めた基準数値を全て下回っており、この法律上では
健全な状態にあると判断されます。

　令和３年度の一般会計および各特別会計の決算
額は、次のとおりです。令和２年度と比較して、
一般会計の歳入は、県支出金および地方交付税の
増はあったものの、新型コロナウイルス感染症対
策に関連する国庫支出金が大幅に減となったこと
により14億2,681万２千円の減額、歳出でも新型コ
ロナウイルス感染症対策に係る補助費などの減に
より、12億3,387万５千円の減額となりました。
一方、特別会計は、国民健康保険事業特別会計お
よび後期高齢者医療特別会計は、歳入歳出ともに
減額となり、介護保険事業特別会計は、歳入の増
額に対し歳出は減額となりました。このようなこ
とから、一般会計と各特別会計の決算合計額は、
前年度に対し、歳入で14億7,153万７千円、歳出で
14億906万３千円とそれぞれ減額となりました。

※下記のグラフは地方財政状況調査により、 歳入・歳出総額から4,930万円を減額した数値で作成しています。

報告決算 令和３年度
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南九州市の令和３年度決算報告

市税
37億783万円
（13.6%）

自主財源
81億2,080万8千円
（30.0%）

分担金および負担金　1億8,201万3千円（0.7%）
使用料および手数料　2億9,377万9千円（1.1%）
財産収入　8,258万8千円（0.3%）
寄附金　25億4,219万2千円（9.4%）　
繰入金　5億431万6千円（1.9%）
繰越金　7億522万8千円（2.6%）
諸収入　1億286万2千円（0.4%）

地方譲与税　3億5,861万9千円（1.3%）
利子割交付金　178万2千円（0.0%）
配当割交付金　735万3千円（0.0%）
株式等譲渡所得割交付金　1,015万4千円（0.0%）
地方消費税交付金　8億4,464万8千円（3.1%）
ゴルフ場利用税交付金　1,451万2千円（0.0%）
自動車税環境性能割交付金　1,844万7千円（0.1%）　
法人事業税交付金　4,223万6千円（0.2%）
地方特例交付金　1億5,649万9千円（0.6%）　

歳入決算総額
271億5,693万5千円

依存財源
190億3,612万7千円

（70.0%）

地方交付税
83億6,562万5千円
（30.8％）

国庫支出金
48億5,074万1千円
（17.9%）

県支出金
29億1,293万5千円

（10.7%）

市債　14億4,568万9千円（5.3%）

交通安全対策特別交付金
688万7千円
（0.0％）

一般会計 決算収支の状況

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引（A－B）

翌年度へ繰り越すべき財源

実質収支（C－D）

単年度収支

基金積立金

繰上償還金

積立金取り崩し額

実質単年度収支（F+G+H－I）

272億623万５千円

263億7,494万４千円

８億3,129万１千円

２億1,504万３千円

６億1,624万８千円

▲2,174万９千円

669万３千円

０円

０円

▲1,505万６千円

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

G

H

Ｉ

Ｊ

区　　分 令和３年度

※一般会計は、令和3年度からの繰越事業を含む。

総務費
56億5,896万4千円
（21.5％）

民生費
89億4,878万6千円
（34.0％）

衛生費
14億709万3千円

（5.3%）

消防費
10億5,354万9千円
（4.0%）

農林水産業費
24億3,001万3千円

（9.2%）

土木費
17億5,009万5千円
（6.6%）

教育費
20億442万円（7.6%）

公債費
22億9,074万5千円
（8.7％）

災害復旧費
1億5,890万6千円
（0.6％）

議会費
1億5,682万1千円
（0.6%）

商工費
4億6,625万2千円
（1.8％）

義務的経費
116億4,246万1千円

（44.2%）

投資的経費
35億7,748万7千円

（13.6%）

その他の経費
111億569万6千円

（42.2%）

人件費
35億6,815万3千円
（13.5％）

扶助費
57億8,356万3千円
（22.0%）

公債費
22億9,074万5千円
（8.7％）普通建設事業費

34億1,858万1千円
（13.0%）

物件費
40億9,239万5千円
（15.6%）

災害復旧事業費
1億5,890万6千円（0.6%）

補助費等
26億7,161万5千円
（10.2%）

積立金
18億2,023万9千円

（6.9％）

投資および出資金・貸付金
82万円
（0.0％）

維持補修費
1億3,868万2千円
（0.5％）

繰出金
23億8,194万5千円

（9.0％）

歳出決算総額
（性質別）

歳出決算総額
（目的別）

263億2,564万4千円

特別会計 決算収支の状況
区　　分 歳入決算額 歳出決算額 翌年度への

繰越財源 実質収支

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計

56億6,407万８千円
５億8,794万６千円
55億8,607万６千円

55億9,568万５千円
５億8,676万４千円
54億1,621万２千円

０円
０円
０円

6,839万３千円
118万２千円

１億6,986万４千円

区　　分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率
（%）

執行率
（%）支 出 済 額

279億9,075万４千円
56億9,716万５千円

６億4,670万円
57億64万３千円

110億4,959万円
24億7,806万３千円
１億8,246万６千円
27億1,229万７千円

39.5
43.5
28.2
47.6

34.1
36.4
27.0
39.1

95億3,381万２千円
20億7,069万１千円
１億7,437万８千円
22億3,128万１千円

一 般 会 計
国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計

令和４年度上半期の財政状況 （令和４年９月末現在）

令和３年度南九州市決算に基づく
健全化判断比率および資金不足比率の概要

［下段（　）数値は前年度数値］
※ 実質赤字額および連結実質赤字額がないため、実質赤字比率および
 　連結実質赤字比率は算定されないことから、「－」を記載。

区　分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

－
（－）

－
（－）

6.9
（7.1）

－
（－）

健全化判断
比　　　率
早期健全化
基　　　準
財 政 再 生
基　　　準

12.92 17.92 25.0 350.0

20.00 30.00 35.0

区　分
法適用企業

水道事業
会　　計

農業集落排水
事業会計

公共下水道
事業会計

－
（－）

－
（－）

－
（－）

資 金 不 足
比　　　率

経営健全化
基　　　準 20.0 20.0 20.0

1. 健全化判断比率 2. 公営企業会計に係る資金不足比率 （単位：％）

［下段（　）数値は前年度数値］
※ 資金不足額がないため、資金不足比率は算定されないことから、
  「－」を記載。

（単位：％）

263億2,564万4千円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第22条第１項の規定に基づき、令和
３年度南九州市決算における健全化判断比率および資金不足比率を公表します。　
　公表する「健全化判断比率および資金不足比率」は、地方公共団体の財政が健全であるか、資金不
足がどれくらいあるかについて指標化し、基準値に対してどうかを法律に基づき公表するものです。
　今回算定された健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおり実質赤字、将来負担および
資金不足はなく、実質公債比率についても国が定めた基準数値を全て下回っており、この法律上では
健全な状態にあると判断されます。

　令和３年度の一般会計および各特別会計の決算
額は、次のとおりです。令和２年度と比較して、
一般会計の歳入は、県支出金および地方交付税の
増はあったものの、新型コロナウイルス感染症対
策に関連する国庫支出金が大幅に減となったこと
により14億2,681万２千円の減額、歳出でも新型コ
ロナウイルス感染症対策に係る補助費などの減に
より、12億3,387万５千円の減額となりました。
一方、特別会計は、国民健康保険事業特別会計お
よび後期高齢者医療特別会計は、歳入歳出ともに
減額となり、介護保険事業特別会計は、歳入の増
額に対し歳出は減額となりました。このようなこ
とから、一般会計と各特別会計の決算合計額は、
前年度に対し、歳入で14億7,153万７千円、歳出で
14億906万３千円とそれぞれ減額となりました。

※下記のグラフは地方財政状況調査により、 歳入・歳出総額から4,930万円を減額した数値で作成しています。
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◎
少
子
高
齢
化
に
よ
り
河
川
や
道
路
な
ど

の
愛
護
作
業
が
困
難
に
な
っ
た
自
治
会

な
ど
の
支
援
を
す
る
。

◎
県
や
国
の
補
助
を
受
け
て
草
払
い
や
側

溝
な
ど
の
補
修
作
業
を
行
い
田
畑
が
荒

廃
し
な
い
よ
う
に
活
動
し
て
い
る
「
高

田
農
地
・
水
ネ
ッ
ト
」
の
支
援
を
す
る
。

◎
高
齢
に
よ
り
田
畑
や
家
の
周
り
の
整
備

や
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
た
家
庭
を
支

援
す
る
。

　

高
田
地
区
公
民
館
を
中
心
に
各
自

治
会
に
呼
び
か
け
て
、
地
区
民
全
体

が
組
合
員
に
な
っ
て
も
ら
い
組
合
「
高

田
環
境
整
備
組
合
（
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
た
か
た
）」
を
設
立
し
運
営
し
て
い

く
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム（
※
）
が
５
年
前
に
立
ち
上
が
っ
て
、

住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、「
河
川
愛
護
作
業
や
道
路
愛
護
作

業
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
環
境
整
備

を
よ
く
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が
多

く
聞
か
れ
た
。

　

今
後
、
自
治
会
で
は
少
子
高
齢
化

に
よ
り
人
口
が
減
少
し
、
特
に
働
き

手
で
あ
る
若
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

く
。
こ
の
た
め
に
、
今
ま
で
や
っ
て

き
た
道
路
や
河
川
な
ど
の
愛
護
作
業

が
困
難
と
な
り
、
田
畑
は
荒
れ
、
田

園
の
美
し
い
景
観
も
失
わ
れ
て
い
く
。

こ
れ
を
高
田
地
区
全
員
が
力
を
合
わ

せ
協
力
し
「
環
境
整
備
組
合
」
を
設

立
し
環
境
を
整
え
る
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
豊
か
で
美
し
く
住
み

や
す
い
高
田
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
た
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
は
高
田
ば
か

り
で
な
く
他
の
地
域
と
も
連
携
し
て

行
え
ば
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
発
展

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

令
和
４
年
度
の
「
市
町
村
振
興
宝
く
じ
助

成
事
業
」
で
整
備
し
た
重
機
な
ど
で
地
区
の

環
境
維
持
を
目
指
す
高
田
地
区
公
民
館
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
刈
川
館
長
に
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

高
田
地
区
の
取
り
組
み

活
動
の
内
容

　
備
品
を
整
備
す
る
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

実
施
体
制
を
教
え
て
く
だ
さ
い

課
題
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

ど
の
よ
う
な
効
果
が

　
　
　
期
待
で
き
ま
す
か

　

田
畑
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
美
し
い
田

園
の
風
景
が
維
持
さ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
米
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
作
物
が

作
れ
る
よ
う
に
な
り
豊
か
な
地
域
づ

く
り
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
移

住
者
も
増
え
地
域
の
人
口
増
も
期
待

で
き
る
。

整
備
し
た
備
品

◎
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル

◎
ス
キ
ッ
ド
ス
テ
ア
ロ
ー
ダ
ー

◎
ブ
ル
モ
ア
（
雑
草
刈
機
）

◎
ス
パ
イ
ダ
ー
モ
ア
（
斜
面
草
刈
機
）

◎
高
圧
洗
浄
機

◎
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

◎
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー

　

重
機
を
操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
機
械
使
用
料
を
ど
う
す
る

か
。
高
く
て
も
低
く
て
も
い
け
な
い
。

今
年
度
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
来

年
度
の
本
格
稼
働
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

※
主
に
小
学
校
区
な
ど
の
範
囲
に
お
い
て
、

自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
子
ど
も
会
、
青
年
団

な
ど
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
自
主
的
に
取
り
組
む

た
め
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
組
織
で
す
。
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学校ＨＰ

学校ブログ

進路実現　就職内定率 100％
令和３年度　求人数　2165 件

詳しくは
ここから

鹿児島県立
薩南工業高等学校

●設計製図分野　建物の構造や仕組み法律を学び、自分自身
で建物を設計し、書き上げるスキルを学び
ます。

●木材加工分野　のこぎりやのみなどの手工具の使い方や機
械工具の取扱を学び、作品製作を通しても
のづくりの本質を学びます。

●Ｃ Ａ Ｄ 分 野　パソコンでの図面作成のスキルを身につ
け、建築ＣＡＤ検定の取得を目指します。

●測量施工分野　土地の形状を計測したり、コンクリートの
強度や鉄筋の組み方などを学び、建物を実
際に建てる為のスキルを身につけます。

●電　気　電気の基礎について学びます、第二種電気工事士
の取得を目指し、電気工事の作業技術はもちろん、
安全第一の姿勢を育成します。

●電　子　身の回りに使用されている電子部品等について学
びます。電子回路等の実習を通して、物事を理論
立てて考える力を育成します。

●情　報　プログラミングや文章作成ソフト、表計算ソフト
やプレゼンテーションソフトについて学びます。

●機械製図分野　機械製品の構造や仕組みを知り、設計図の
読み描きや、開発から生産までを学びます。

●金属加工分野　機械や工具、測定具の使い方や取扱を学び、
金属材料を切断、溶接して製品を作ること
で製造について学びます。

●材料・計測分野　金属材料の強度測定や検査をし、特性や用
途を学び、機械を設計するためのスキルを
身につけます。

●原動機・制御分野　風力、火力、熱などを動力に変換する装置
の構造や理論を学び、エネルギーの様々な
活用法を学びます。

●被服分野　縫製技術や知識、計画性や諦めない心を育成し
ます。ドレス製作をし卒業前にファッション
ショーを行います。

●食物分野　調理技術や健康を考えた献立の知識を学びます。
●保育分野　絵本や折り紙、ピアノなどの技術を身につけます。
●情　　報　文章作成ソフトや表計算ソフトの技術を身につ

け各種検定にチャレンジします。また、プレゼ
ンテーション技術についても学びます。

南九州市内の高校（川辺高校、薩南工業高校、頴娃高校）の学校紹介を３カ月連載します。
今回は、薩南工業高校の各学科の特徴や進路状況について紹介します。

シリーズ 高校紹介 2



　10月30日、知覧平和公園自由広場で第27回小京
都ふるさと祭が3年ぶりに開催されました。
　開会セレモニーのあと、ステージショーが行われ、
園児による太鼓の演奏、各団体による太鼓や音楽の
演奏、ラップ、太極拳、神舞が披露されたほか、猿
回しやお笑いライブ、城之内早苗さんの歌謡ショー
が行われ、会場は大いに盛り上がりました。
　また、当日は農産物なんでも品評会やふるさと自
慢市、お楽しみ抽選会も開催され、多くの人でにぎ
わいました。

　10月６日から10日にかけて、第12回全国和牛能
力共進会鹿児島大会が開催されました。
　鹿児島県は、全９部門のうち６部門で最高賞を獲
得し、種牛の部では最高栄誉とされる内閣総理大臣
賞を受賞するなど、「和牛日本一」の栄冠に輝きま
した。
　また、知覧会場では枝肉の比較審査やセリが行わ
れ、同時に開催された南薩農畜水産物PRイベント
では、かわなべ牛やかごしま黒豚などがふるまわれ、
多くの人でにぎわいました。

　新嘗祭への献上米を9月29日に松村孝徳さんが、
献上粟を10月13日に柚木弘文さんが収穫しました。
　松村さんは「就農50年目で名誉あることを任さ
れ、いつも以上に田の見回りをした。いい米ができ
て、地域の方にも褒められた」と、柚木さんは「家
族や関係者の協力により、台風の影響も少なく、無
事収穫を迎えられて、安堵した」と述べられました。
　収穫された米と粟は、乾燥・選粒などの作業後、
11月23日の新嘗祭に向けて送られます。

　10月16日、第14回南九州市民体育大会が、３年
ぶりに知覧平和公園陸上競技場で開催されました。
全７種目が行われ、５つの採点種目で、市内18地
区の選手の皆さんが競い合いました。
　総合優勝は田代地区で、Aクラスは清水地区、B
クラスは郡地区、Cクラスは田代地区が優勝しまし
た。
　またマスゲームでは、来年度開催されるかごしま
国体・大会を盛り上げるため、市民やスポーツ推進
委員の方々が国体ダンスを披露しました。

田代地区が総合優勝！いい米と粟ができました！
～新

にい
嘗
なめ

祭
さい

献上米・献上粟の収穫～ ～第14回南九州市民体育大会～

ふるさと自慢、味自慢
～第27回小京都ふるさと祭～

5年に1度の和牛の祭典開催！
～全国和牛能力共進会～

ま ち の 話 題
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　10月22日、頴娃文化会館で読書のつどいが開催
されました。
　今回は児童書作家の杉山亮さんによるワーク
ショップとものがたりライブが行われました。ワー
クショップでは、紙と鉛筆を使って小学生から一般
の参加者まで幅広く交流をしていました。また、も
のがたりライブでは、手を使った遊びや口頭による
物語の語りを楽しんでいました。参加者は「ものが
たりライブでは、画像などを使わず語るため、想像
力をかき立てられて面白かった」と話しました。

　10月22日、知覧文化会館において、宝福寺開基
600周年記念・知覧茶銘柄統一5周年記念シンポジ
ウム ｢お茶のふるさと宝福寺からみた日本　京都・
薩摩・琉球｣ が開催されました。
　まず、東京大学名誉教授の村井章介先生による、
南九州市指定文化財である ｢宝福寺跡｣ と琉球との
関わりなど興味深い講演がありました。また、鹿児
島文化史研究会の橋口亘さんによる、宝福寺の｢チャ
ノキ｣ の話や、市役所瀬川茶業課長による、知覧茶
銘柄統一のエピソードなどの報告がありました。

　９月21日、頴娃地域の三俣交差点で交通安全運
動街頭キャンペーンと旗の波作戦が開催され、地元
の頴娃高等学校の生徒を含めた関係者約100人が参
加しました。
　参加者は旗を持ち立哨を行う方と、赤信号で停車
中の車の運転者に向けて「安全運転お願いします」
の声掛けにあわせて啓発グッズを配布する方に分か
れて活動しました。期間中は市内で27件の交通事
故（人身４件・物損23件）が発生しました。
　今後とも交通安全に心掛けましょう。

　10月23日、川辺町中山田の竹屋神社にて上山田
太鼓踊りが奉納されました。　
　この踊りは、朝鮮出兵の際に従軍した兵士の出陣
を祝ったのが由来とされます。出陣・帰陣・凱旋の
３つから構成されており、鹿児島県無形民俗文化財
に指定されています。
　今年は上山田の出陣の踊りが披露されました。当
日は朝の肌寒い中でしたがたくさんの観客が訪れま
した。竹屋神社に奉納後、公民館などを巡回し６年
ぶりに踊りを披露しました。

上山田太鼓踊り奉納安全運転に心掛けましょう！
～秋の全国交通安全運動～ ～竹屋神社豊祭～

読書の秋に聞くものがたりライブ
～第15回南九州市立図書館　読書のつどい～

お寺とお茶の歴史を堪能
～宝福寺開基600周年記念
　・知覧茶銘柄統一5周年記念シンポジウム～
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催　
し

■
日
時
＝
12
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
①
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
②
午
後
２
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
①
、
②
同
じ
内
容
で
す
）

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館 

専
門
技
術
研

修
室

■
内
容
＝
実
機
体
験
「
ス
マ
ホ
な
ら
で
は

の
機
能
」
基
本
操
作
・
マ
ッ
プ
・
カ
メ

ラ
・
写
真
・
電
話
・
メ
ー
ル
・
ア
プ
リ

紹
介
な
ど
初
心
者
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室

で
す
。

※
一
人
一
台
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
貸
与

し
ま
す
。

■
対
象
＝
ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
知
り
た
い

方
■
定
員
＝
各
15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

■
参
加
料
＝
無
料

■
申
込
締
切
＝
12
月
５
日
（
月
）

■
申
し
込
み
方
法
＝
電

話
ま
た
は
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

企
画
課 

情
報
政
策
係

か
ご
し
ま
大
会
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

兼
第
17
回
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
参
加
者
募
集

■
日
時
＝
令
和
５
年
５
月
21
日

（
日
）

■
種
目
＝
陸
上
競
技
、
水
泳
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

■
会
場
＝
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
、
鴨
池
公
園

水
泳
プ
ー
ル
、
鹿
児
島
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
、

「
楽
し
く
わ
か
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

体
験
講
座
」
参
加
者
募
集

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
っ
た
こ
と
が
な

い
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
買
っ
た

け
ど
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
を
対
象
と

し
た
講
座
で
す
。

募　
集

県
立
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
場
、
サ
ン

ラ
イ
ト
ゾ
ー
ン
、
指
宿
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格
＝
県
内
に
居
住
す
る
13
歳
以

上
の
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精

神
障
害
者
で
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
取
得
の
対
象
に
準
ず

る
障
害
の
あ
る
方
（
た
だ
し
医
師
の
診

断
で
出
場
可
能
と
認
め
ら
れ
方
）

※
障
害
種
別
や
部
位
な
ど
に
よ
り
参
加
で

き
る
種
目
が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限
＝
令
和
４
年
12
月
９
日
（
金
）

［
問
］ 

川 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
の
参
加
者
募
集

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
60
歳
以
上
の
方
で
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
が
自
分

の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
て
就
業
を
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

■
場
所
＝
知
覧
地
区
公
民
館

　
　
　
　
（
知
覧
町
郡
１
４
１
１
０
番
地
）

■
参
加
料
＝
1
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
花
切
は
さ
み
持
参

■
定
員
＝
20
人

■
申
込
締
切
＝
12
月
9
日
（
金
）

■
参
加
対
象
者
＝
南
九
州
市
に
居
住
す
る

60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
に
入
会
希
望
の

女
性
の
方

■
申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

［
問
］ 

公
益
社
団
法
人　
南
九
州
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
南
九
州
市
川
辺
町
平
山
７
３
５
４
番
地

　
☎
０
９
９
３－

56－

６
３
４
１

第
14
回
南
九
州
市
駅
伝
競
走
大
会

　
市
民
の
融
和
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、

健
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
と
し
て
車
で
の
応
援
・

伴
走
は
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
＝
12
月
４
日
（
日
）【
小
雨
決
行
】

　
　
　
　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
場
所
＝
粟
ヶ
窪
小
学
校
前
～
知
覧
～
川

辺
文
化
会
館

■
区
間
＝
12
区
間　
19
・
８
㎞

［
問
］
川 

保
健
体
育
課 

市
民
体
育
係

ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
、

　
ド
キ
ド
キ
か
ら
は
じ
ま
る

　
「
ま
ち
づ
く
り
」

　
　
男
女
共
同
参
画
住
民
講
座

　
待
っ
た
な
し
の
少
子
高
齢
化

が
南
九
州
市
で
も
進
ん
で
い
ま

す
。
地
域
の
人
々
の
多
様
性
を

活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
が

住
み
続
け
ら
れ
る
南
九
州
市
で
あ
る
た
め

の
仕
組
み
の
一
つ
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。

　
南
九
州
市
内
で
の
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま

す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
11
に
も
掲
げ
ら
れ
て

い
る
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
」。
こ
れ
は
、
南
九
州
市
に
暮
ら
す
皆

さ
ん
一
人
一
人
に
関
係
の
あ
る
テ
ー
マ
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
12
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み
方
法
＝
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
0
９
９
３－

83－

1
7
1
8
）、
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
無
料
で
託
児
を
行
い
ま
す
（
１

歳
～
未
就
学
児
）。
託
児
ご
希
望
の
方

は
12
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

共
生
・

協
働
推
進
係

陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
音
楽
隊

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
２
２

■
日
時
＝
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
開
演　
午
後
６
時
30
分

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

■
入
場
料
＝
無
料

■
入
場
券
配
付
＝
11
月
23
日
（
水
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～

■
入
場
券
配
付
場
所
＝
頴
娃
・
知
覧
・
川

辺
文
化
会
館

［
問
］
川 

社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

募 集頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 催 し
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　市内保育所および認定こども園の令和５年度入所児童を募集します。
　申し込みは、南九州市に住民登録をしており、児童のすべての保護者（児童の面倒を見ている人）が
就労などの理由で、日中保育ができない事情がある場合です。
日中保育ができない事情とは
　◎就労 （１カ月に64時間以上仕事をしていること）
　◎保護者の出産前後、病気、負傷または心身に障がいを負っているなど
　◎ 児童の家庭内に長期にわたる病人や心身に障がいのある人がいるため、保護者が常時介護、看護に

あたっている
　◎震災、風水害、火災そのほかの災害の復旧に当たっている
　◎求職活動 （起業準備を含む）　
　◎就学 （職業訓練校など含む）
　◎虐待やDVのおそれがある場合（配偶者からの暴力により保育を行うことが困難と認められる場合）
　◎育児休業取得時に、既に保育所を利用している子どもがいて継続利用が必要である場合
　◎そのほか、上記に類する状態として市長が認める場合
※申込書や手引きなどは、市役所担当窓口にて配布します。
※市外の保育所などを希望する方も手続きが必要です。窓口にご相談ください。
※ 今回の募集受け付けは、令和５年４・５・６月から入所を希望する方が対象です。７月以降に入所を希望

される方は、入所希望月の３カ月前から申し込みを受け付けます（例　7月入所：４月１日から受け付け）。
※現在、保育所などに入所中の方については、同受け付け期間中に現況届の提出が必要です。
※認定こども園（１号認定）の利用を希望される方は、認定こども園に直接申し込みを行ってください。

【市内の保育所等一覧】

頴娃 保育所 粟ケ窪保育所、御領保育園、光栄保育園、ちどり保育園、青戸保育所
認定こども園 南九州勝縁こども園、大川こども園、頴娃保育園※

知覧 保育所 明光保育園、大徳寺保育園
認定こども園 ちらん平和こども園、ちらん中央こども園、大心寺二葉保育園

川辺
保育所 緑が丘保育園

認定こども園 おののもりこども園、かつめこども園、川辺幼稚園、こばとこども園、
こども園ほしのこ

※令和５年度に認定こども園へ移行予定
（1）保育所･･･ 保護者（児童の面倒を見ている人）が就労などの理由で、日中保育ができない事情がある

保護者に代わって０歳から小学校就学前までの児童を保育する児童福祉施設 
（2）認定こども園･･･幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、教育と保育を一体的に行う施設

［問］ 川  福祉課 子育て支援係　頴  ・ 知  支所 福祉係

令和５年度保育所等入所児童 募集！！
募集受付期間　令和４年11月14日〜12月９日

令
和
５
年
度

　
知
覧
幼
稚
園　
園
児
募
集

■
募
集
人
員
＝

　
５
歳
児
お
よ
び
４
歳
児　
60
人

■
教
育
年
限
＝

　
５
歳
児
：
1
年
、
4
歳
児
：
２
年

※
現
在
就
園
中
の
４
歳
児
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
就
園
を
希
望
す
る
場
合
の
出

願
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
出
願
の
手
続
き
＝

⑴
提
出
書
類
：
入
園
願
書
、
支
給
認
定
申

請
書

⑵
募
集
期
間
：
令
和
4
年
12
月
１
日
（
木
）

～
令
和
5
年
１
月
31
日
（
火
）

⑶
提
出
先
：
知
覧
幼
稚
園

■
保
育
時
間
＝
月
曜
日
～
金
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時

■
保
育
料
な
ど
＝

　
①
保
育
料
・
入
園
料
は
無
料

　
②
そ
の
ほ
か
給
食
費
、
教
材
費
な
ど
は

実
費

※
頴
娃
幼
稚
園
の
新
規
募
集
は
行
い
ま
せ

ん
。

［
問
］ 

川 

教
育
総
務
課 

総
務
係

　
知
覧
幼
稚
園

　
☎
０
９
９
３－

83－

４
３
６
１

くらしのインフォメーション募 集
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・
生
活
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
援
助

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

■
申
請
書
類
＝
就
学
時
健
診
で
配
布

■
申
請
期
限
＝
12
月
23
日
（
金
）
ま
で

■
申
請
場
所
＝
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

へ
郵
送
ま
た
は
提
出

［
問
］
川 

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

水
田
の
あ
ぜ
を
整
え
る

　
　
　
　
　
　
　
時
期
で
す

　

南
九
州
市

農
業
公
社
で

は
、
水
田
の

あ
ぜ
塗
り
作

業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

収
穫
を
終

え
て
、
農
閑

期
に
あ
ぜ
を

塗
る
の
が
時

期
的
に
一
番

適
し
て
い
ま

す
。

　
形
成
し
た
あ
ぜ
が
し
っ
か
り
固
ま
る
期

間
を
考
慮
し
て
、
田
植
え
準
備
に
入
る
前

の
農
閑
期
に
あ
ぜ
塗
り
作
業
を
お
勧
め
し

ま
す
。

※
農
業
公
社
で
は
、
12
月
か
ら
翌
年
３
月

末
ま
で
を
あ
ぜ
塗
り
作
業
の
実
施
時
期

と
し
て
い
ま
す
。
作
業
料
金
は
１
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
61
円
で
す
。

※
希
望
す
る
方
は
、
農
業
公
社
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
川 

公
益
社
団
法
人 

南
九
州
市
農

業
公
社（
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
内
）

12
月
４
日（
日
）～
10
日（
土
）は

「
人
権
週
間
」
で
す

　
国
際
連
合
は
、
１
９
４
８
年
に
世
界
人

権
宣
言
採
択
を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
12

月
10
日
を「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟

国
な
ど
に
人
権
の
発
展
を
さ
ら
に
推
進
す

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
も
、
同
宣
言
採
択
を
記
念
し
て

１
９
４
９
年
か
ら「
人
権
デ
ー
」
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
人
権
課
題
に
は
、
女
性
の
人
権
、
子
ど

も
の
人
権
、
高
齢
者
の
人
権
、
障
害
の

あ
る
人
の
人
権
、
同
和
問
題
、
外
国
人
の

人
権
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
人

権
侵
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に「
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
」
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

［
問
］ 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

　
☎
０
９
９
３－

83－

２
２
０
８

「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

　
に
つ
い
て
ご
存
じ
で
す
か
？

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を

解
消
す
る
た
め
、
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
相
互
に
尊
重
し
な
が
ら
共
生
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

■
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止

　
正
当
な
理
由
な
く
障
害
を
理
由
と
し
て

差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

■
合
理
的
配
慮
の
提
供

　
市
や
事
業
所
に
対
し
て
障
害
の
あ
る
人

か
ら
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
の
対
応
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
負

担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
か
ら
９
日
は「
障
害
者
週
間
」

で
す
。
障
害
者
週
間
は
、
障
害
者
が
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を

促
進
す
る
た
め
に「
障
害
者
基
本
法
」
に

よ
り
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
障
害

者
週
間
を
機
に
、
障
害
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
共
生
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

［
問
］
川 
福
祉
課 

障
害
福
祉
係

令
和
５
年
度
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請（
中
間
受
付
）に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
や
測
量
・
設
計
・
物
品
の
納
入
な
ど
の

競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
申
請
書
類
を
提
出

し
、
資
格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
既
に
昨
年
度
の
令
和
４・

５
年
度
入
札
参
加
資
格
申
請
が
済
ん
で
い

る
方
は
今
回
の
申
請
は
不
要
で
す
。

■
受
付
期
間
＝
令
和
４
年
12
月
１
日（
木
）

～
令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）《
必
着
》

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所
＝
財
政
課 

契
約
管
理
係（
原

則
郵
送
）

■
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
正
午
／

午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
登
録
業
種
＝
⑴
建
設
工
事
⑵
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
⑶
そ
の
他
・
物

品
■
有
効
期
間
＝
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
令
和
６
年
３
月
31
日
の
１
年
間

※
詳
細
情
報
・
書
類
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

財
政
課 

契
約
管
理
係

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の

小
学
校
入
学
前
支
給
に
つ
い
て

　
南
九
州
市
立
小
学
校
に
入
学
を
予
定
し

て
い
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
新
入
学
学
用

品
費
用
の
一
部
を
入
学
前
に
援
助
す
る
就

学
援
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
の
所
得
お
よ
び
家
庭
の
状
況
な
ど

を
審
査
の
上
、
認
定
と
な
っ
た
方
が
援
助

を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
小
学
校
入
学
前

の
支
給
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
審
査
は
世
帯
全
員
の
市
県
民
税

額
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
必
ず
税
の
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
＝
次
の
①
・
②
全
て
に
該
当
す
る

子
ど
も
の
保
護
者（
親
権
を
有
す
る
方
）

①
令
和
５
年
４
月
に
南
九
州
市
立
小
学
校

に
入
学
予
定
で
あ
る
。

②
世
帯
の
状
況
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
。

・
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
生
活
保
護

の
停
止
ま
た
は
廃
止
の
あ
っ
た
世
帯

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

・
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
か
徴
収
猶

予
を
受
け
て
い
る
世
帯

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ
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れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

■
補
助
金
の
額
＝
再
接
種
に
要
し
た
実
費

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
３－

58－

７
２
２
１

が
ん
患
者
に
対
す
る
ウ
ィ
ッ
グ

の
購
入
費
の
助
成
を
始
め
ま
す

■
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有
し
、
が
ん

と
診
断
さ
れ
て
が
ん
の
治
療
（
薬
物
療

法
、
放
射
線
治
療
、
手
術
な
ど
）
を
受

け
た
方
ま
た
は
現
在
受
け
て
い
る
方

■
対
象
と
な
る
経
費
＝
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

（
全
頭
用
）
お
よ
び
装
着
に
必
要
な
頭

皮
保
護
用
の
ネ
ッ
ト

※
購
入
の
た
め
に
要
す
る
交
通
費
、送
料
、

代
金
決
済
手
数
料
な
ど
の
諸
費
用
お
よ

び
付
属
品
、
ケ
ア
用
品
な
ど
の
購
入
費

は
対
象
外
。

■
補
助
金
の
額
＝
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

台
と
し
、
１
回
限
り
（
上
限
２
万
円
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知 

知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
３－

58－

７
２
２
１

患
者
な
ど
が
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
所
で
は
、
こ
の
月
間
に
合
わ
せ
て

夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。検
査
は
匿
名
、

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
検
査
結
果

は
1
時
間
で
わ
か
り
ま
す
。
検
査
を
ご
希

望
の
方
は
、
12
月
２
日（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
月
間
以
外
で
も
保
健
所
で

は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
エ
イ
ズ
の
相
談
、
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
検
査
は
、
事
前
に
電
話
で

の
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時
＝
12
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

■
場
所
＝
加
世
田
保
健
所
（
南
さ
つ
ま
市

加
世
田
村
原
２
丁
目
１－

１
）

［
問
］
加
世
田
保
健
所

　
☎
０
９
９
３－

53－

２
３
１
５

造
血
細
胞
移
植
患
者
の
方
に
対

す
る
予
防
接
種
再
接
種
費
用
の

助
成
を
始
め
ま
す

■
対
象
者
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
も
の

①
予
防
接
種
法
第
２
条
第
２
項
各
号
に
掲

げ
る
疾
病
に
係
る
定
期
接
種
で
得
た
免

疫
が
造
血
細
胞
の
移
植
に
よ
っ
て
低
下

し
、
ま
た
は
消
失
し
た
た
め
、
再
接
種

が
必
要
と
医
師
が
認
め
る
予
防
接
種
で

あ
る
こ
と
。（
た
だ
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
お
よ

び
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
の
再
接
種
は
除
く
）

②
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
の
再
接
種
で

あ
る
こ
と
。

③
予
防
接
種
実
施
規
則
に
基
づ
い
て
行
わ

へ
行
く
必
要
が
な
く
な
る
。
ま
た
、
納

め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
る
。

◎
こ
れ
ま
で
１
年
分
を
４
回
で
納
め
て
い

た
が
、
12
回
（
月
）
の
給
与
天
引
き
と

な
る
の
で
、
１
回
あ
た
り
の
負
担
額
が

減
る
。

［
問
］
南
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　
☎
０
９
９
３－

５
２－

１
３
１
７

　

頴 

税
務
課 

市
民
税
係

エ
イ
ズ
夜
間
検
査
の
お
知
ら
せ

　
12
月
1
日
は
、「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

で
す
。

　
鹿
児
島
県
で
は
、
11
月
16
日（
水
）
か

ら
12
月
15
日
（
木
）
を
「
鹿
児
島
レ
ッ
ド

リ
ボ
ン
月
間
」
と
定
め
、
エ
イ
ズ
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、エ
イ
ズ
の
予
防
お
よ
び
感
染
者・

事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
方
へ

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
従
業
員
の
給
与
か
ら
所
得
税
を
源
泉
徴

収
す
る
給
与
支
払
者（
事
業
主
）
は
、
個

人
住
民
税
に
つ
い
て
も
給
与
か
ら
天
引
き

し
て
市
町
村
に
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
地
方
税
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
南
薩
地
域
の
４
市
と
鹿
児

島
県
は
、
こ
れ
ま
で
法
令
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
多
く
の
事
業
主
を
特
別
徴
収
す
る

者（
特
別
徴
収
義
務
者
）
と
し
て
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
指
定
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
に

つ
い
て
も
、
令
和
５
年
５
月
に
指
定
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
ま
た
は
南
薩
地

域
振
興
局
県
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

思
っ
た
よ
り
簡
単
な
特
別
徴
収

◎
各
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
す
る
税
額

は
、
市
か
ら
通
知
さ
れ
る
の
で
所
得
税

の
よ
う
に
税
額
を
計
算
す
る
必
要
が
な

い
。
ま
た
、年
末
調
整
の
必
要
も
な
い
。

◎
天
引
き
し
た
税
額
は
、
毎
月
、
金
融
機

関
の
窓
口
で
納
付
書
を
添
え
て
払
い

込
む
だ
け
。
毎
月
の
払
い
込
み
が
面
倒

な
と
き
は
、
ま
と
め
て
６
月
と
12
月
で

払
い
込
む
こ
と
も
で
き
る
。（
従
業
員

10
人
未
満
で
手
続
き
し
た
事
業
主
に
限

る
。）

従
業
員
に
喜
ば
れ
る
特
別
徴
収

◎
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
の

で
、
時
間
の
余
裕
の
な
い
平
日
に
銀
行

①給与支払報告書
の提出

（1月31日まで）

③特別徴収税額
の通知

（5月31日まで）
④特別徴収税額
　通知書の配付
（5月31日まで）

⑤税額の徴収
（給与天引き）

（6月支給分から翌5月支給分まで）
⑥税額の納入

（翌月10日まで）

②
税
額
の
計
算

特別徴収（給与天引き）の方法による納税のしくみ

従
業
員

（
納
税
義
務
者
）

事
業
主

（
給
与
支
払
者
）

市
町
村

くらしのインフォメーションお知らせ
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［問］ 知  選挙管理委員会事務局

市長選挙および市議会議員選挙に伴う
選挙公営制度（公費負担）の条例制定について

　この選挙公営制度は、お金がかからない選挙を実現することで経済力の有無にかかわらず、どの立候
補者にも最低限度の選挙運動の機会を保障するとともに選挙の公平性を確保するため、公職選挙法に基
づき、各地方自治体が条例を制定するもので、本市も本年度９月議会において条例の制定が行われ、選
挙運動用自動車、ビラの作成およびポスター作成の費用について、来年度行われる市長選挙、市議会議
員選挙から各立候補者へ市が公費負担するものであります。
　公職選挙法で定められている選挙公営制度の種類は下記のとおりです。

種類 内容
１　投票記載台への氏名掲示 公営で行う
２　演説会の公営施設使用 公営で行う
３　通常葉書の交付 公営で行う
４　ポスター掲示場の設置 市条例で公営にできる【条例制定済】
５　選挙公報の発行 市条例で公営にできる【条例制定済】
６　選挙運動用自動車の使用 市条例で公営にできる【条例未制定】
７　選挙運動用ビラの作成 市条例で公営にできる【条例未制定】
８　選挙運動用ポスターの作成 市条例で公営にできる【条例未制定】
※種類の６・７・８が今回条例制定を行ったものです。

今回の条例制定で決まった具体的な選挙経費（公費負担）の内容（市長選挙・市議会議員選挙の場合）
公費負担対象 契約形態 １日の限度額

選挙運動用自動車の使用
（１日１台に限る）

（※１・２）

一般運送契約（ハイヤーなど） 　　　　　64,500 円

その他の
契約

自動車借入契約
（レンタル等） 　　　　　16,100 円

燃料供給の契約 　　　　　  7,700 円
運転手雇用契約 　　　　　12,500 円

計 　　　　　36,300 円

公費負担対象 １枚の限度額 限度枚数

選挙運動用ビラの作成※３ ７円 73 銭 　市長選挙　　　  16,000 枚
　市議会議員選挙　4,000 枚

選挙運動用ポスターの作成※３ 982 円 ポスター掲示場数
125 カ所

※１　選挙運動期間（７日間）のみが対象となります。
※２　無投票の場合は、１日のみ支給されます。
※３　無投票の場合でも、選挙運動用ビラおよび選挙運動用ポスター作成費は支給されます。

公営制度（公費負担）が適用されない場合
　全ての立候補者が対象となりますが、各立候補者の得票数が供託物没収点未満の場合には適用されず、
選挙運動用の全額（選挙運動用自動車の使用、選挙運動用ビラの作成および選挙運動用ポスター作成）
が立候補者の負担となります。

《供託物没収点》　市長選挙の場合：有効投票数÷１０
　　　　　　　　市議会議員選挙の場合：有効投票数÷市の議員定数÷１０

【参考】　供託金の額　市長選挙１００万円　　市議会議員選挙　３０万円
　　　　※供託金は、当選を争う意思のない人が売名などの理由で無責任に立候補することを防ぐため
　　　　　のものです。
　　　　※供託物没収点未満の場合は、供託金は没収されます。
◎市長選挙・市議会議員選挙に立候補される方で、公費負担を受ける場合は届け出などの手続

きが必要となります。詳しくは市選挙管理委員会事務局までお問い合せください。

既
に
条
例
制
定

今
回
制
定
分

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ
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【現地説明会】
　日時：令和４年 12 月８日 ( 木 )　午前 10 時から午前 11 時まで
　場所：南九州市知覧農業振興センター（南九州消防署の北隣）
　　※　現状渡しとなりますので、入札参加者は必ず状態を確認してください。
　　　　現状確認されずに入札参加した場合でも、物件の状態については全て承知しているものとみなします。

【入札】
　●参加資格：地方自治法施行令第 167 条の４（被後見人、被補佐人および破産者で復権を得ない者）の規定に
　　　　　　抵触しない者および次の (1)(2) のいずれかを満たす者であること。
　　　　　　　(1) 南九州市内に住所を有する者
　　　　　　　(2) 南九州市内に事務所などを有する法人など
　●入札方法：入札書を持参または郵送する方式にて行います。

※入札希望の方は、南九州市頴娃農業開発研修センター内、南九州市役所農政課総合研修係で 12 月 15 日までに入
札説明書の交付を受けてください。

　●入札書の提出期限：令和４年 12 月 15 日 ( 木 ) 午後５時（必着）
　●その他：有効入札書を提出した方で、予定価格以上の最高価格で入札した方に売却します。

［問］ 頴  農政課 総合研修係

市有財産の売却について

温室１棟【簡易パイプハウス】
構　　造：鉄骨造
延床面積：144.00㎡

【芯 ：々間口６ｍ×奥行 24 ｍ】
建築年月：不明
取得年月：平成 20 年４月

　11 月 11 日から 17 日までは「税を考える週間」です。
　「税を考える週間」は、国民生活に深い関わりを持っている税について、その意義（必要性）および役割（使途）を
分かりやすく説明することにより、国民の皆さまの税に対する理解をより深めていただくために設けています。
　今年のテーマは、「これからの社会に向かって」です。
　なお、「税を考える週間」の実施に合わせて、国税庁ホームページ内に「これからの社会に向かって」をテーマとし
た特設ページを設け、国税庁の各種取り組みについてご紹介します。ぜひご覧ください（https://www.nta.go.jp また
は 国税庁 で検索）。
　また、次の日程で税に関する作品（中学生・高校生の作文、書道、絵はがきなど）の展示を行いますので、ぜひご覧
ください。

ご存知ですか？　「税を考える週間」

開催日時 展示場所
11 月 19 日（土）～ 11 月 29 日（火） タイヨーえい店
11 月 26 日（土）～ 12 月 4 日（日） 市民交流センターひまわり館

［問］ 知覧税務署（電話 0993-83-2411）※自動音声案内

くらしのインフォメーションお知らせ 相 談

　特設人権相談所は、家庭内（結婚、夫婦、親子、相続）
や隣近所のもめごとなど、日々の暮らしの中で起こるさ
まざまな人権に関する問題について、人権擁護委員が相
談をお受けします。
　予約は不要で、相談は無料。秘密は固く守られます。

日時＝ 12 月６日（火）午前 10 時～午後３時
場所＝市民交流センターひまわり館

［問］ 鹿児島地方法務局知覧支局　☎ 0993-83-2208

　家庭や職場、子育てや介護、DV やセクハラ、ジェンダー、
LGBTQ、生理の貧困に関することなど悩みを抱えている
方、どんなことでもお気軽にご相談ください。専門のカ
ウンセラーが相談に応じ、秘密は固く守られます。
相談日時＝ 12 月 17 日（土）午後１時～午後５時
場所＝ちらん夢郷館
完全予約制＝毎月１回開催されます（１人 50 分程度）
　予約受付時間　午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）

［問］ 知  まちづくり推進課 共生・協働推進係
　☎ 0993-83-2511（専用内線 2222）

12月の悩み相談室特設人権相談所の開設
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1. 職員の任免および職員数に関する状況
（１）職員の任用状況

項　　目 令和２年 令和３年 令和４年
試験による採用者数 15 人 15 人 9 人
選考による採用者数 0 人 0 人 0 人

計 15 人 15 人 9 人
（注）県からの割愛職員は除いています。

（2）職員の退職者数
項　　目 令和３年度中

定年・応募認定退職者数 9 人
普通退職者数 4 人
死亡退職者数 0 人

計 13 人
（注）県からの割愛職員は除いています。

（3）定員管理の状況（令和４年４月１日現在）
　①部門別職員数の状況と主な増減理由

区分
部門

職　　　員　　　数 対前年
増減数（人） 主な増減理由令和３年 ( 人 ) 令和４年 ( 人 )

一般
行
政
部
門

議 会 4 4 0
総 務 86 82 ▲ 4 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員減
税 務 29 28 ▲ 1 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員減
民 生 50 51 1 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員増
衛 生 25 24 ▲ 1 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員減
労 働 0
農 林 水 産 57 56 ▲ 1 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員減
商 工 12 15 3 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員増
土 木 39 39 0
小 　 計 302 299 ▲ 3

特別行政 教 育 50 52 2 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員増

公
営
企
業

な
ど
　
　

水 道 11 11 0
下 水 道 1 1 0
そ の 他 16 15 ▲ 1 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員減
小 計 28 27 ▲ 1 行政改革（事務事業や組織機構の見直し等）による職員減

合 計 380 378 ▲ 2
（注）　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、会計年度任用職員を除いています。

　②定員適正化計画の数値目標および進捗状況
　　ア . 定員適正化目標〔集中改革プラン〕　　　○計画期間 平成 29 年度中に見直しを行い第３次定員適正化計画を策定しました。
 　　　　　　　　　　 計画期間は平成 30 年度から令和９年度までの 10 年間とします。
 　　　○概　　要 計画期間初年度から 48 人を削減し、より簡素で効率的な行政運営を図ります。
　　イ . 年次別職員数 （単位：人）

区分
部門

29年度 30年度 元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 計計画前年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

全部門

減 　 員 15 27 12 16 0 11 10 12 0 24
増 　 員 8 12 8 8 7 7 7 5 5 5
差 　 引 ▲ 7 ▲ 15 ▲ 4 ▲ 8 7 ▲ 4 ▲ 3 ▲ 7 5 ▲ 19 ▲ 55職 員 数 412 405 390 386 378 385 381 378 371 376 357
フルタイム再任用職員等 0 0 5 5 10 0 2 2 6 0 13 43基 準 定 数 412 405 395 391 388 385 383 380 377 376 370

（注）　職員数は年度当初の人数であり、市長、副市長、教育長は含みません。

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 １年未満 1 年以上 2 年未満 2 年以上 3 年未満 3 年以上 5 年未満 5 年以上 7 年未満 7 年以上 10 年未満

一般
行政職

大学卒 171,700 円 183,300 円 190,400 円 201,800 円 220,000 円 244,600 円
高校卒 　　　　 　　155,800 円 　　　　 166,700 円 193,900 円 206,000 円

10 年以上 15 年未満 15 年以上 20 年未満 20 年以上 25 年未満 25 年以上 30 年未満 30 年以上 35 年未満 35 年以上
大学卒 273,700 円 335,300 円 364,200 円 380,100 円 391,100 円 401,800 円
高校卒 245,600 円 274,900 円 328,100 円 370,900 円 381,600 円 392,100 円

（注）空欄は該当職員がいないため。

（2）職員給与費の状況（一般会計予算）

区　分 職員数（A） 給与費 一人当たり給与費 
（B/A）給　料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計（B）

４年度 397 人 1,544,282 千円 247,191 千円 628,946 千円 2,420,419 千円 6,097 千円
（注）　１　職員数、給与費は、再任用職員を含みます。
（注）　２　給与費は、令和3年度当初予算に計上された額です。
（注）　３　職員手当には、退職手当組合負担金を含みません。

２. 職員の給与の状況
（１）人件費の状況（一般会計決算）

区　分 住民基本台帳人口（年度末） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率（B/A） （参考）２年度人件費率
３年度 33,039 人 (R4.3.31 現在 ) 26,374,944 千円 616,247 千円 3,237,331 千円 12.27% 12.09%

（注）　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等や事業費支弁分を含みます。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢状況（令和４年４月１日現在）

区　分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

南九州市 326,814 円 44 歳 2 月 344,750 円 51 歳 3 月

（4）職員の初任給の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 南九州市 国

一般
行政職

大学卒 182,200 円 182,200 円
高校卒 150,600 円 150,600 円

　南九州市職員の人事行政の運営などの状況の公表に関する条例の規定に基づき、南九州市職員の人事行政の運営などの状況について、次のとおり公表します。

南九州市職員　人事行政の運営などの状況

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ
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５. 職員の服務の状況
　　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては全力を挙げてこれに専念しなければならないことになっています。
　 　そして職員には、法令等および上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義務、政治的行為の制限、争

議行為等の禁止、営利企業等の従事制限が課せられています。　※令和３年度違反者　０人

４. 職員の分限および懲戒処分の状況（令和 3年度）
（１）分限処分　３人（休職） （２）懲戒処分　0 人（停職 0 人・減給 0 人・戒告 0 人）

（３）育児休業および介護休暇取得状況（令和 3 年度中の新規取得者） （４）病気休暇取得状況（令和３年中の取得者）
　　◦育児休業　12 人　　◦介護休暇　0 人 　　◦取得者数　22 人

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件などに関する状況
　職員の勤務時間その他の勤務条件は、国および他の地方公共団体の職員との間に権衡を失しないように定めています。

（１）勤務時間の状況
1 週間の
勤務時間 開始時間 休憩時間 終了時間

38 時間 45 分 8：30 12：00 ～13：00 17:15

（２）年次有給休暇取得の状況（令和3年1月1日～令和3年12月31日）
総付日数 総使用日数 対象職員数 平均使用日数 取得率
10,733.0 2,562.0 273 9.4 23.9%

（注）市長部局の一般職に属する職員（中途採用退職者、育児休業取得者を除く）

８. その他
　◦勤務条件に関する措置の要求の状況
　　　⇒令和３年度要求件数　　無し

　◦不利益処分に関する不服申し立ての状況
　　　⇒令和３年度要求件数　　無し

６. 職員の研修および人事評価の状況
（１）職員の研修の状況（令和 3 年度）

区　　分 研修回数 参加者数
市の実施する研修 ８ 研修 1,622 人
鹿児島県市町村振興協会の実施する研修 14 研修 70 人
その他の機関が実施する研修 15 研修 24 人

（２）職員の人事評価の状況
　公務能率の増進や人材の育成などを目的とし、定期的に人事評価を行
い、その評価結果に応じた措置を講じることとされており、令和 3 年度に
おいては、下記のとおり実施しました。
評価の回数 評価の期間 評価の対象者数

2 回 4/1 ～ 9/30、10/1 ～翌年 3/31 397 人

（８）主な職員手当の状況
　①期末・勤勉手当（令和３年度支給割合）

期　別 期末手当 勤勉手当
６月期 1.275 月 0.950 月
12 月期 1.275 月 0.950 月

計 2.55 月 1.90 月
（注）職務上の段階、職務の級等による加算措置有

②退職手当（令和４年３月３１日現在）
勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20 年 19.66950 月分 26.36550 月分
25 年 28.03950 月分 33.27075 月分
35 年 39.75750 月分 47.70900 月分

最高限度額 47.70900 月分 47.70900 月分

　③特殊勤務手当（令和４年３月３１日現在）
手当の種類（手当数） 支給職員の多い手当

5 感染症防疫作業・福祉手当・道路上作業手当

④扶養手当（令和４年４月１日現在）
区　分 配偶者 子 父母等
支給額 6,500 円 10,000 円 6,500 円
区　分 特定期間の加算
支給額 5,000 円

　⑤住居手当（令和 4 年 4 月１日現在）
区　分 借家・間借り 持　家

支 給 額 月額 28,000 円以内 H26.4.1 から廃止

⑥通勤手当（令和４年４月１日現在）
区　分 交通機関利用 交通用具利用
支給額 月額 55,000 円以内 月額 2,000 円から 18,700 円以内

（6）一般行政職級別職員数の状況（令和４年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容 主事、技師 主任主事、主任技師 主査、係長 主任主査、係長、主幹 参事、係長 課　長 課　長
職員数（構成比）29人（10.03％） 23人（7.96％） 53人（18.34％） 92人（31.83％） 68人（23.53％） 23人（7.96％） 1人（0.35％） 289人

職 名 別 内 訳
主　事 主任主事 主　査 主任主査 参　事 課　長 課　長
27人 21人 53人 91人 68人 23人 1人

技　師 主任技師 主　幹
2人 2人 1人

職 制 上 の 段 階 係員級 係長級 課長補佐級 課長級 289人職員数（構成比） 52人（17.99％） 145人（50.17％） 68人（23.53％） 24人（8.31％）
（注）この表は、南九州市職員の給与に関する条例に基づき、職員（一般行政職）を級別に区分したものです。再任用職員は含みません。

（７）国との給料月額の水準比較（ラスパイレス指数※）の状況
年　度 H29 H30 R1 R2 R3

一般行政職 98.5 97.7 97.5 98.1 98.0

※ 一般行政職について、地方公務員と国家公務員の給与水準を、国家公務員の職員構成を基準として、職種ごとに学歴別、経験年数別に平均給与月額を比較し、
国家公務員の給与を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を指数で示したものです。

７. 職員の福祉および利益の保護の状況
（１）福利厚生制度に関する状況（令和 3 年度）

区　　分 受診者数 内　　容
職 員 健 康 診 断 181 人 心電図検査・血液検査他　　検査料　1,212,700 円　

人 間 ド ッ ク 227 人 １日・２日・脳ドックについて市町村職員共済組合からの助成金を差引いた
自己負担額の一部を助成（令和３年度 808,000 円助成）

結 核 検 診 182 人 間接撮影　検査料　207,488 円
ストレ ス チェック テ スト 398 人

（２）公務災害補償の状況（令和３年度）　　◦認定件数　２件

（９）特別職の報酬などの状況

区　分 給料・報酬月額
（令和４年４月１日現在）

期末手当
（令和３年度支給割合） 削減措置

市 長 828,000 円（736,900 円） ６月期　1.675 月分
12 月期　1.675 月分

計  　3.35 月分

▲ 11.0％
副 市 長 652,000 円（616,100 円） ▲ 5.5％
教 育 長 614,000 円（592,500 円） ▲ 3.5％
議 長 388,000 円 ６月期　1.600 月分

12 月期　1.600 月分
計  　3.20 月分

副 議 長 310,000 円
議 員 286,000 円

（注）市長、副市長、教育長の給料月額には、上記表右欄相当の削減措置が実施されています。

くらしのインフォメーションお知らせ
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　電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金は、令和４年度の住民税非課税世帯や、
令和４年１月から 12 月までに家計急変のあった世帯を支援する新たな給付金です。
　給付金を受給するためには、手続きが必要です。

　給付金の支給額　　１世帯当たり５万円
　給付金の支給時期　令和４年 11 月上旬に確認書などを発送しております。市が確認書
　　　　　　　　　　（または申請書）を受理した日から２週間後が振り込みの目安です。

　住民税非課税世帯等の皆さまへ
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金のご案内

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）
１　世帯全員が令和４年度「住民税非課税」である世帯

２　予期せず令和４年１月～ 12 月の収入が減少し、世帯の全員が「住民税非課税相当」の
　収入となった世帯（家計急変世帯）

　令和４年９月３０日時点で住民登録のある市区町村から確認書が送付されます。内容を確認して
返信してください。

【確認事項】
　①記載された給付金振込口座番号などに誤りがないか
　②住民税が課税されている方の税法上の扶養親族のみの世帯ではないこと
　世帯の全員が非課税世帯であっても、令和４年１月２日以降に転入した方がいる世帯などは申請
が必要です。申請書が届かない場合は、担当係にお問い合わせください。

　住民税非課税相当とは、世帯全員のそれぞれの年収見込み額（令和４年１月から 12 月までの任
意の１カ月の収入× 12 月）が非課税水準以下であることを指します。
給付金を受け取るには申請が必要です。

　［問］川 福祉課 社会福祉係　頴・知 支所 福祉係

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、夜間およ
び日曜開庁による臨時窓口を開設します。平日の開庁時間に市役
所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：開庁日の毎週木曜日　午後５時 15 分～午後 7 時
　　　　　　12月11日（日）午前８時30分～正午
　　　　　　１月８日（日）午前８時30分～正午
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は、交付通知のハガキと必要書

類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は、受け付けられません。

　［問］川 市民生活課 市民係　頴・知 支所 市民生活係

・すべて無料！（申請・写真撮影・交付）
　※紛失などによる再交付を除く

・申請は最短５分！

マイナポイント第２弾実施中！
最大20,000円分のマイナポイントがもらえます!

マイナンバーカードがあれば、
住民票の写し・印鑑登録証明書・所得

（課税）証明書をコンビニで取得できます！

夜間および日曜開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

いつでも

どこでも

早くて便
利！

申請期限　令和５年１月 31 日まで（当日消印有効）

市 HP

※詳しくは市ホームページをご覧になるか、担当係に
お問い合わせください。

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111 お知らせ

マイナポイント申込支援専用窓口を開設します ! ［頴娃］0993-36-3700
マイナポイントに関する問い合わせ ［知覧］0993-83-2121
南九州市マイナポイント申込支援ダイヤル ［川辺］0993-56-2855
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食改
すこやか

さんの

お薦めレシピ

　

いわしの味噌チーズ春巻き

☆ 私たち食生活改善推進員は、地域で食生活改善の活動をしています。地域の公民館
などで栄養教室をしたい！旬の食材を使った料理法を知りたい！など、ご要望があ
りましたら、お知り合いの食改さんまたは保健センターへご連絡ください。

　こんにちは。“食改”です！！
　頴娃地区の食生活改善推進員より、カルシウム豊富な、『いわ
しの味噌チーズ春巻き』をご紹介します。

栄養価
1人分

●エネルギー 395kcal
●タンパク質 16.4g

●カルシウム 344mg
●食塩相当量 1.5g

①チーズは4枚に切り、さらに縦半分にし、いわしの大
きさに合わせる。

②長ねぎは小口切りにし、おろし生姜、味噌と混ぜてね
ぎ味噌を作る。

③春巻きの皮に大葉、いわし、①のチーズ、②のねぎ味
噌、さらにいわしの順に重ねて巻き、小麦粉と水を混
ぜたのりでふちを止める。

④170～180℃の油できつね色になるまで3～4分揚げ
る。

いわし水煮缶 300g
プロセスチーズ 60g
長ねぎ 1/2本
おろし生姜  2かけ分
味噌　　　 　小さじ１

　１品で、エネルギー・カルシウムを
しっかりと取れる１品です。

材
料
（
４
人
分
）

（たばこ編）
今回は、タバコを吸わない人も知らないうちに喫煙！？

「受動喫煙」「副流煙」は危険！

［問］知覧保健センター　☎0993-58-7221

　普段たばこを吸わない人は、たばこの煙に対する感受性が高く、他
人の煙を吸うと、少しの量でも肺がん・心筋梗塞・脳卒中など健康
被害をうけるという報告があります。また、2016年8月、国立がん
研究センターによると、受動喫煙が原因で日本人が肺がんになるリ
スクはその影響のない人の約1.3倍になることが分かっています。

　妊娠中の喫煙や受動喫煙は、流産や早産、胎児の発達障害の原因
になります。また、子どもがタバコの煙を吸うと、喘息・気管支炎・
中耳炎などにかかる確率が高くなります。さらに、乳幼児突然死症
候群（SIDS）の要因の一つともいわれています。
　お父さん、お母さん、大切な我が子を守るためにも「受動喫煙」「副
流煙」のリスクを考えて生活を見直してみましょう☆

春巻きの皮 8枚
大葉 8枚
小麦粉 大さじ1/2
水 大さじ１
揚げ油 適量

栄養士
から

　サードハンド・スモークとは三次喫煙のことで、喫煙によって発
生したたばこの煙は、家具や壁紙、カーテン、子どもの玩具、自動
車の内装、エアコンシステムの表面に付着した後、徐々に空気中に
再遊離します。
　言い換えると、外で吸っていてタバコの煙がない環境でも、タバコ
の臭いがわずかにでも残っていると、タバコを吸わない人は、受動喫
煙と同様にタバコ由来の有害物質にさらされていることになります。

知らないうちに…
サードハンド・スモーク

危険その 1
肺がんリスク 1.3 倍

危険その 2
子どもへの影響大

外で吸っていれば大丈夫？
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年金だより

※年金相談は、完全予約制のため、事前に、鹿児島南年
金事務所へ予約してください。その際、基礎年金番号
を尋ねられますので、年金手帳や年金証書などの番号
がわかる書類をお手元にご準備ください。

11月30日（いいみらい）は年金の日です！！

　〇12月 １日(木)　ちらん夢郷館　専門技術研修室
　〇12月15日(木)　南さつま市民会館　第１会議室
　〇12月22日(木)　指宿市役所　第１会議室
　※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

移動年金相談所

　厚生労働省では、「国民お一人お一人、「ねんきんネット」などを活用しながら、高齢期の生活設計に思いを巡らして
いただく日」として、11 月 30 日（いいみらい）を「年金の日」としています。
　この機会に、ご自身の年金記録や年金見込額を確認し、将来の生活設計について考えてみませんか。
　「ねんきんネット」では、パソコンやスマートフォンからいつでもご自身の年金記録を確認できるほか、次のようなさ
まざまな機能がご利用いただけます。
　○将来の年金見込額の試算
　○電子版「ねんきん定期便」の閲覧
　○受給に関する各種通知書の確認　など

運動は高血圧予防にも効果的！？

　先日父が亡くなった。父が契約していた通販サイト
の有料会員を解約したいが、ID やパスワードが分か
らないため、会員ページにログインできず、手続き
が何もできない。
（契約当事者：80歳代男性、相談者：50歳代女性）

●「デジタル遺品」（デジタル環境を通してしか実態がつかめない
遺品) について、遺族から、ID やパスワードが分からず定期購
入や月額制のサービスをスムーズに解約できない、ロックが解
除できず端末内の電子マネーやネット取引の状況が把握できな
いなどの相談が寄せられています。

●終活の一環として、端末のロック解除方法、退会が必要なサイ
トとそのIDやパスワード、ネット関連の金融資産などについて
ノートなどに記し、家族などに伝える手段を講じておきましょう。

●不安に思ったときは、早めにお住まいの自治体の消費生活セン
ターなどにご相談ください（消費者ホットライン188）。

生前整理デジタル遺品
リストを作りましょう

　血圧を下げるためには、毎日の有酸素運動を
30 分以上行うと効果が期待できると言われてい
ます。適切な運動を続けていると、筋肉にたくさ
んの酸素や栄養を運ぶために血管が広がったり、
血圧を上げようと働く交感神経の緊張が緩和され
たりして血圧が下がっていきます。

　1 日の合計運動時間が 30 分以上になればよい
ため、ウォーキング、軽めのジョギング、水泳、
自転車などできそうなものから始めてみましょう。
外に出て運動！というイメージがあるかもしれま
せんが、家の中でも運動はできます。自分にあう
ものを見つけて、続けていくことが大切です。

　ご利用方法には以下の２つの方法があります。
　①マイナポータルからログイン　②日本年金機構のホームページからログイン
　詳しくは、日本年金機構のホームページをご覧ください。

　亡くなった夫が利用していた決済アプリの残高が
10万円あることが分かった。しかし、夫のスマート
フォンのロックが解除できないため、詳細が確認で
きない。
（契約当事者：70歳代男性、相談者：60歳代女性）

高血圧など健康に関する相談は、 健康増進課 健康推進係（☎ 0993-58-7221）へお気軽にご相談ください。

自宅でもできる
運動を紹介

事例１

事例２

［問］ 南九州市消費生活センター（知 商工観光課内）

シリーズ高血圧④

収縮期血圧 拡張期血圧

習慣的な有酸素運動を行うこと

での降圧効果 ㎜ ）

血圧が正常な方 高血圧症患者

特に高血圧患者は降圧効果があり！

［問］川 市民生活課 市民係　頴・知 支所 市民生活係
鹿児島南年金事務所　☎ 099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　https://www.nenkin.go.jp/

22広報令和４年 11月号



月 差し押さえを
実施した件数

内　　　　　　　　　訳 捜索
預貯金 給与 保険 不動産 その他

４月～9月 82 63 6 10 0 3 0

滞納 ⇒『０』

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんとの公平性を確保
するため、滞納処分を強化し、滞納の解消に取り組んでいます。
　また、12 月は「県下一斉国保税滞納整理強化月間」となっており、
国保税の滞納処分を一層強化してまいります。
◎ 納税に関する相談　失業・病気などにより一度に納税することが困

難な方や収入がない方は、随時、納税相談を受け付けています。
［問］ 頴 収納対策課  収納対策係

ストップ

◆ 11月の税金は
　固定資産税４期、国民健康保険税７期（普通徴収）、介護保
険料７期（普通徴収）、後期高齢者医療保険料７期（普通徴収）
です。口座振替を利用している方の振替日は、11月24日 (再
振替 12月５日 )です。事前に残高確認をお忘れなく！

［問］ 頴 税務課 市民税係　知 ・ 川 支所 税務係

令和４年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数 （件）

　受け付けを、11月28日（月）～12月9日（金）
に行います。
※詳しくは、市ホームページをご覧になるか、
　担当係へお問い合わせください。

［問］ 知 都市政策課  市営住宅係

●市営住宅の入居者募集

●日曜・祝日水道修繕当番店（12 月）

　日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい場合
は、当番店を確認してご連絡ください。

川辺地域 知覧地域 頴娃地域

（株）西商会 牧添電器商会 (有)安藤水道工業

（会社）56-0261
（自宅）56-4825 84-0751 36-2747
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●１回目 12月16日㈮ 【基礎1】
●２回目 12月23日㈮ 【基礎2】
●３回目   1月13日㈮ 【応用】
●４回目   1月20日㈮ 【実践】

読書大好き！「夢 ひろがる」

図書館
http://lib-minamikyushu.jp/

だより
オススメの本

『職場の人間関係が劇的によ
くなる！
ほめコミュニケーション』
著　者/原 邦雄
出版社/ワン・パブリッシング
　職場の人間関係の悩みはすべて「ほ
めコミュ」で解決！仕事上のコミュニ
ケーションをスムーズに良好な人間関
係を生む技を具体的に紹介。

「地域の声かけで育む　心豊かな青少年」
　　南九州市青少年育成キャッチフレーズ

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

☆地域で、自然体験活動、郷土芸
能活動などの体験活動を展開
し、地域ぐるみで子どもたちの
学びや成長を支えましょう。

「家庭の日」
毎月第3日曜日

☆家族で会話を楽しんだり、一緒
に食事をしたりしながら、「家
族全員で顔を合わせる時間」を
もちましょう。

○ 気持ちのよいあいさつと返
事をしよう！

○ 地域の行事に参加しよう！
○ 家の手伝いや読書をしよう！

「 共 通 実 践 事 項 」

さまざまな体験が子どもを大きくする
「親子手帳」より

1 2 月 の 休 館 日
知覧図書館 ☎0993-83-4939 ㊡月曜　21日（水）
頴娃図書館 ☎0993-27-3311 ㊡火曜　15日（木）
川辺図書室 ☎0993-58-3215 ㊡火曜　15日（木）

今月は「知覧小学校」の読書活動を紹介します。

陶芸体験を楽しむ親子
～ふるさと体験学級「茶レンジ隊」～

クリスマスおはなし会
☆知覧図書館☆
　日　時：12 月 17 日（土）　午前 10 時～
　場　所：知覧図書館
　参加料：無料
　定　員：30 人（先着順・要申し込み 12/1 ～）
☆川辺図書室☆
　日　時：12 月 17 日（土）　午後２時～
　場　所：ひまわり館
　参加料：無料
　定　員：40 人（先着順・要申し込み 11/26 ～）
※新型コロナ感染症対策のため、事前の申し込みが必要で

す。また、感染症拡大の影響で予定が変更になる場合が
あります。

『NHKスペシャル恐竜超世界
IN JAPAN』
著　者/植田 和貴　
監　修/小林 快次　小西 卓哉
出版社/日経ナショナルジオグラフィック
　日本からも常識を覆す化石が発掘さ
れるようになった現代。古代日本の恐
竜王国の様子を多様なビジュアルと最
新の研究で明らかにしていく。

　６月の読書月間ではコロナ対策をしなが
ら皆で読書ビンゴを楽しみ、大盛況でした。
　また、図書委員会の催しとして、児童に
よるペープサート ( 紙人形劇 ) や、モニター
の大きな画面に絵本を映し出しての読み聞
かせを行い、特に低学年の子どもたちがと
ても喜んでいました。

　低・中・高学年ごとに場所を決めて、「夢
ひろがる」の本のコーナーを作っています。
　子どもたちが本を手に取りやすいよう工
夫をして設営しています。

年 末 年 始 休 館 日
全館　12月29日（木）～1月3日（火）

※ 11 月の読書旬間では、スタンプラリーと
ミニビブリオバトルを実施する予定です。

定　　員：15 人 ※申し込み多数の場合は抽選
会　　場：PACBO（多目的室）
参加条件：テレワークを始めようと思っている市内在住の方
準 備 物：パワーポイント（インストール済みのパソコンをお持ちください）
※インターネットに接続が可能で、パソコンでメールの受信ができること

　時間や場所にとらわれない働き方
　オンラインでお仕事ができるようになるための
スキル支援講座です。
　パワーポイントで企業向け資料作成、ブラッシュ
アップ方法までを習得します。

パワーポイント
スキルアップ講座

「自分らしく」働きたいあなたを応援！

下記申し込みフォームから
お申し込みください。時間 / 10:00 〜 12:00　　受講料 / 無料

講師：宮﨑由香
（みらい株式会社）
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街 探偵
かと

おたより
まってますお手数ですが

63 円切手を
お貼りください

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　　　　歳
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

　広報紙を読んだ感想、取り上げてほ
しい記事、最近笑ったこと、身近な話
題などなど、何でもけっこうですので、
おたよりをお寄せください。
　63 円切手を貼ってポストから郵送
するか、市役所の各庁舎に設置してあ
る『ご意見箱』へご投函ください。
　また、ご提言やアイデアなど皆さま
の声も『ご意見箱』にお寄せください。

➡点線に沿って切り取って
　ください。
　（官製はがきでも可）

File.127
　瀬平公園
～偉人が訪れた場所へ～

　今回は歴史上の人物が訪れた場所を紹介します。いつも何気なく見ている場所は、
先人たちも見ていた風景かもしれません。

　頴娃町郡から開聞方向への道は
2 つルートがあり、山間部の荷

に
辛
から

時
じ

峠
とうげ

越えと海岸部の瀬
平渡りでした。この瀬平渡りは、波しぶきを浴びながら、
海に突き出た岩と岩の隙間を跳んで渡る道でした。その
ため、老人や女性、子どもは1人で通れない難所でした。
　この場所に瀬道ができたのは、1738 年ごろです。

●南九州市頴娃町郡
　駐車場あり

瀬
せ

平
びら

公
こう

園
えん

　歌人の与謝野鉄幹・晶子夫妻は 1929 年に鹿児島を訪れま
した。県内各地を巡る中で、８月1日にこの瀬平で休憩した
そうです。写真にある石碑には二首の歌が刻まれています。
この地からの眺望のすばらしさを歌っています。

　迫平まで　我を追ひ来りて　松かげに
　　　　　瓜を裂くなり　頴娃の村をさ� 与謝野鉄幹

　片はしを　迫平に置きて　大海の
　　　　　開聞が岳　立てるなりけり� 与謝野晶子

与謝野鉄幹と与謝野晶子
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おたより
まってます

◆ 広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題などお書き
ください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

南九州市の情報は、ホームページから
でもご覧になれます。
ホームページ
https://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

◆読者アンケート
　11 月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号３つに○印をつけてください。
　１　ＤＸ待ったなし！　　　２　まちの話題　　　　３　行政情報　　　　　　
　４　ケンゾウレンジャー　　５　レシピ　　　　　　６　お誕生・おくやみ　
　７　図書館だより　　　　　８　街かど探偵　　　　９　プレゼント・おたより　
　10　くらしのカレンダー

お
た
よ
り

広報紙を読んだ感想、身近な話題など『おたより』を
南九州市ホームページ

（https://www.city.minamikyushu.lg.jp/）の
広報紙ページを選んで入力してください。

南九州市ホームページからも
『おたより』受け付けます

　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お

た
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り
や
情
報
を
掲
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し
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い
ま
す
。
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ぶ
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皆
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ん
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た
だ
き
あ
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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（令和４年 12 月 19 日消印有効）
当選は発送をもってかえさせていただきます。

本別府大久保自治会さん  より『大久保ブランドの新米』
おたよりをくださった方の中から、３人の方にプレゼント！

　大久保自治会では、晩秋に咲くひまわり植栽など、
住民が一体となり地域活性化に取り組んでいます。
　昼夜の寒暖差が大きく、豊かな土地と冷たい水で
育てた、新米の大久保天狗米をご賞味ください。

※プレゼント品を提供いただける方を募集します。企画課広報統計係　☎ 0993-83-2511 

編集後記
　今月の特集では、南九州市が取り組んでいるＤＸ

（デジタルトランスフォーメーション）を紹介して
います。ＤＸはデジタル技術を社会に浸透させて、
人々の生活をあらゆる面でより良いものへ変化さ
せる改革のことです。本市もＤＸを通じ、魅力溢
れる新たな地域づくりを目指しています。 （大）

本別府大久保自治会
住　所　南九州市川辺町本別府
電　話　0993-57-3428
Ｈ　Ｐ　https://www.himawari-ookubo.com
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【広告に関するお問い合わせ】企画課 広報統計係

2023

6,600
（セルフ・お食事付き・税込）（セルフ・お食事付き・税込）

有効期限2023年2月28日まで

12月28日～1月3日まで使用できません。
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らく し12月 の
点線にそってはさみで切り取り、冷蔵庫やコルクボードなどに貼って空欄に書き込むなど活用してみましょう。
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※色つき文字の病院は所在地が市内にある医療機関です。
※（枕）枕崎市立病院（0993-72-0303）　小児診療（10:00 ～ 17:00）12月4日、11日、18日、25日、30日
※（指）は指宿市、（南）は南さつま市、（枕）は枕崎市にある医療機関です。
※休日当番医は変更になることがあります。県医師会サイトでご確認ください。

県医師会休日当番医

1 2 月 　 日 曜・祝 日 の 当 番 医 ☎市外局番（0993）

4
日 （
日
）

鰺坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻科］56-6222
笹川医院 ［内・児・外・リハ］27-4122

（指）宮薗クリニック ［内科］32-2001
（指）長野整形外科クリニック ［外科］23-3291
（南）なかやま脳神経外科［神経内脳神］53-8282
（南）吉井クリニック ［形皮］53-8887
（枕）サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351
（枕）園田病院 ［眼科］72-0165

11
日 （
日
）

上原整形外科クリニック［整形・リハ］58-3077
（指）南記念クリニック ［内科］23-3730
（南）真愛病院 ［整形外科］53-7112
（南）阿多病院 ［精神・内科］77-1211
（枕）枕崎市立病院 ［内科］72-0303
（枕）久木田整形外科病院［整形外科］72-3155
（枕）竹さこ医院 ［産婦人科］73-2610

18
日 （
日
）

菊野病院 ［整形外科］56-1135
南九州さくら病院 ［精・内］84-1311
田中ヘルスケア診療所 ［内脳外リハ放］85-3967

（指）こどもの森小児科クリニック ［内科］27-1010

18
日 （
日
）

（指）肥後胃腸科クリニック ［外科］35-2148
（南）はしぐちクリニック ［内科］58-2222
（南）持冨皮ふ科 ［皮膚科］52-1288
（枕）茅野内科医院 ［内科］72-1006
（枕）小原病院 ［外科］72-2226

25
日 （
日
）

かわなべ共立内科 ［内科］56-1100
こだま病院 ［精神内科］56-4111

（指）橋口医院 ［内科］35-0022
（指）池田診療所 ［外科］26-2101
（南）友松内科クリニック ［内科］52-7331
（南）眼科安田クリニック ［眼科］53-2002
（枕）国見内科医院 ［内科］72-0066
（枕）尾辻病院 ［外科］72-5001
（枕）神園ひふ科クリニック ［皮膚科］73-2121

29
日 （
木
）

東外科胃腸科医院 ［外科］56-4864
中村温泉病院 ［神内・内・消・胃］38-0046

（指）いぶすき内科 ［内科］23-3239
（枕）溝口クリニック ［内科］73-5330
（枕）サザン・リージョン病院 ［外科］72-1351

30
日 （
金
）

南薩ケアほすぴたる ［内科］56-1155
（指）小吉胃腸科クリニック ［内科］24-2011
（南）大迫クリニック ［内・胃・放・循］63-0051
（南）金子医院 ［内科］52-2730
（枕）枕崎市立病院 ［内科］72-0303
（枕）久木田整形外科病院［整形外科］72-3155

31
日 （
土
）

松岡救急クリニック ［内・外科］78-3789
（指）指宿浩然会病院 ［内科］22-3295
（指）今林整形外科病院 ［外科］22-2710
（南）唐仁原内科クリニック ［内科］53-3500
（南）松岡医院 ［耳・内科］52-2733
（枕）小原病院 ［内・外科］72-2226

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター
移動年金相談所
10：00～15：00
ちらん夢郷館

4 5 6 7 8 9 10
市駅伝競走大会
8:50～12：00
粟ケ窪小～川辺文
化会館

育児・健康相談（知覧）
10：00～11：30
知覧保健センター

母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター
行政相談
10：00～13：00
ひまわり館

育児・健康相談（川辺）
10：00～11：30
川辺保健センター

陸上自衛隊西部方
面音楽隊クリスマ
スコンサート
18：30～
川辺文化会館

11 12 13 14 15 16 17
母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター
こころの健康相談（要予約）
13：30～16：30
知覧保健センター

育児・健康相談（頴娃）
10：00～11：30
頴娃保健センター

母子手帳交付（川辺）
9：30～11：00
川辺保健センター

心配ごと相談
9：00～12：00
川辺文化会館

クリスマスおはなし会
10：00～
知覧図書館
クリスマスおはなし会
14：00～
川辺図書室

18 19 20 21 22 23 24
行政相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター

母子手帳交付（頴娃）
9：30～11：00
頴娃保健センター

25 26 27 28 29 30 31
母子手帳交付（知覧）
9：30～11：00
知覧保健センター

■ プッチランド
　12/6、13、20（知覧地区公民館）
■ 子育て広場つみき
　12/2、9、16、23（地域子育て支援センターつみき）
　12/13（知覧保健センター）

子育て広場（参加自由） 時間：10：00～12：00

　12/15（川辺保健センター）


